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『 来 』 亭案  （ 7期 安藤淳） 

 

都美 建築 現 男性。彼 登場 思 展開
… 

 

 「皆 、 ～！ 建築 、始 。今日９月１日 、１

９７５年 、 東京都美術館 新館 日 。今日 、東京都

美術館 見 感 時間 思 。安全 楽 、

取 、進 。 気 、両手

広 。 、 父 、両手 広 …」 

 

老人 「 、 前 父 言 筋合 ！」 

 「 、 父 」 

老人 「娘 、 ！」 

 「知 。娘 、 会 。 、 時期 、

願 。 子 、 」 

少年 「 、僕 、 ～。 、変 一緒 」 

老人 「 」 

 「 、子 言 聞 …」 

 「 、 、 取 、出発 。 父 行

」 

老人 「 、 前 、 父 」 

 「分 。 、 名前、 、 呼 」 
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老人 「 、 呼 」 

少年 「 、 爺 、 言 」 

老人 「 。 、 、 、少年」 

 「 、 参 ！」 

老人 「 前 言 ！ 、 様 呼 」 

 「 、 、 …」 

少年 「 、 何階？」 

 「 、何階 思 ？」 

少年 「 、 降 …地下 ～」 

 「 。 、 階 言 、地下１階 。東京都美術館 建物

60％ 地下 埋 」 

少年 「 、 ！ 、地下 埋 ！」 

老人 「 、 ！ 詳 、少年」 

 「 、 。 設計 理由 」 

老人 「 ！ 知 」 

 「 、俺 、厳 ？」 

 「 皆 、 美術館全体 眺 場所 、 案内 」 

 「 、着 。外 見 窓 方 進 」 

少年 「 、入口 銀 見 ～」 

 「 、 、 、都美建築 ～ 。 東京都美術館 設計 前川國

男 、建築家 、何 ？ ３択 行 。１番、

歌手」 
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老人 「 、 屋 ！ ？」 

 「 、出 選択肢 言 、 」 

老人 「 屋 ！ 前川 ！」 

 「 、 ？ 、勝手 言葉、

」 

少年 「 、 、正解 ？」 

 「正解 、 屋 」 

少年 「 、 、正解 ～！ 」 

 「 、皆 、振 返 、壁 色 何色 ？」 

少年 「赤、真 赤～」 

 「 。 屋 前川國男 、色

、壁 案内 、赤 緑 黄色 、 鮮 色 使

」 

老人 「 、 塗 ！ 」 

 「 、 、 。皆 、信 、 ～」 

 「 、今度 東京都美術館 顔、入口 見 行 」 

 「 。 、来場 方 、必 通 場所 、皆 、何 気 、

～？」 

少年 「 、 兄 。 、建物 囲 、空 大 」 

 「 、 前川國男 、中庭 感覚 歩 作

」 

老人 「 、 、 君」 
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 「 、 、 ？」 

老人 「君 、 東京都美術館 大好 、 、勉強 」 

 「 、 全然、知 」 

老人 「 、 、建築 、使 、 続 価値 。 、

説明 、 。最初 君 言 、見 感 、 建築 、

思 。偉 、 、叱 思 …

必要 。 ９月１日、開館日 君 会 良 」 

 「 、 …」 

少年 「 、 、 ！」 

 「 、 、 」 

少年 「 壁 、 、 」 

 「 、 時間 美術館、 兄 好 。 離 、

、 」 

少年 「 、名札 落 。 、… 、 、 読 ？」 

 「 。前川 、難 漢字 国 、國男。 、前川國男？ 名札 、東京

都美術館新館開館式典 書 」 

少年 「 、 。 、 」 

 「 」 

少年 「 、 、 話 ？」 

 「 、君 会 良 。… 、 、 、 、前川國男先

生、 、 開館日 今 都美 ？ 見 来 。

、 、 」 
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『 』 亭馬  （ 8期 細谷 ） 

 

三十五年間動 願 ？ 叶 ？ 

 

坂、下 坂、 言 。 

落語作 披露 思 。 

、無茶 。 

無茶 、 、東京都美術館 体験 男 ... 

 

男 「今日 展覧会 混 。 一息 帰 」 

「 、珍 玉 周 人 。来 気

。正門( )通 、私 主( ) 、 感

構 」 

「 《 85－2（ ）光 影》 」 

「(子供 高 声) 。 」 

男       「 下 方 穴 。 寝 転 覗 」 

「 反対側 穴 空 見 」 

「 男。 寝 ？」 

男 「 、今動 」 

「動 。我 」 

男       「我？我 誰？」 

「我 。 目 前 」 
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男       「 ？ ？ 巨大 玉？」 

男  「 、喋 。空耳空耳。疲 俺」 

「我 名 。空耳 」 

男       「(驚 ) 」 

「驚 。我 願 叶 」 

男       「願 ？」 

「我 35年 、飽 飽 。多 人間 何時間 並 見

展覧会 見 」 

男       「(普通 戻 ) ～。人 後頭部 見 」 

「( 気味 ) 感想 聞 ！我 動 。展覧会

見 ！」 

「助 、我 穴 中 閉 込 ！」 

男       「困 。 、俺 何 」 

「押 」 

男       「 ？」 

「我 押 」 

男       「 簡単。 。動 」 

「 少 上 、力 入 」 

男       「 感 ？ 」 

 

( 転 音)［ ］ 

 



 

 

作 ！  
＜ ・野外彫刻 編＞ 

「 、 調子 ！」 

男       「 」 

 

( 転 音)［ ］ 

 

男       「 、 転 」 

「 、 動物園 行 」 

「 。 ！」 

「（嬉 ） 、動物園？ ？ 行

！」 

 

( 転 音)［ 。 ］ 

 

男       「 、門 激突」 

「( 怒 )止 。 男、我 再 押 」 

男       「 、 1度 。 」 

 

( 転 音)［ ］ 

 

「( )美術館 ？」 
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( 転 音)［ ］ 

 

男       「 階段 下 」 

 

( 転 音)［（少 速 ）  

  ］ 

 

( 転 音) [   ］ 

 

男       「 、入 口 跳 返 」 

「（悲 ）通 。我 大 。［鼻 音］展覧会 見

」 

「［鼻 音］帰 。男、手 貸 」 

男       「手 貸 。 上 ？ 乗

」 

「(当 前 )決 。 持 上 」 

男       「( ) 、 無理、絶対無理！」 

「(甘 )言 聞 閉 込 」 

男       「 嫌 、無理、持 上 絶対無理」 

「我 願 叶 」 

男       「(早口 )無理無理無理無理無理」 

警備員     「(丁寧 ) 客様」 
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男       「(早口 )無理無理無理無理無理」 

警備員     「（少 大 声 ） 客様！」 

男       「(早口 )無理無理無理無理無理無理...」 

警備員     「（ ） 客様～！！」 

男       「(驚 ) 、 、俺 寝 ？(焦 様子 ) 、

。」 

「(安心 ) 夢 。 焦 。動 、

」 

「 、帰 前 一度 穴 覗 」 

「(呆 )何度言 。我 名 」 

「(甘 命令 ) 動物園 見 、

一度押 ...」 
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『 』 亭 江 （ ７期 井上夏実） 

 

、 奥手 大学生 美術館女子 淡 恋物語 

 

（男子学生 一人語 ） 

 

男  「俺 大学３年生。専攻 古典。授業中 、 寝 多 。実 

、同 気 子 。今年 授業  

、 会 」 

 

（男子学生 女子学生 会話） 

 

男   「 、LINE交換 ？」 

女  「 ～！」 

男 「 … 建物 ？」 

女   「上野公園 東京都美術館！ 行 ～」 

男   「 、煉瓦 、美術館」 

女   「煉瓦 見 … 、授業始 ！ ！」 

男   「 、行 …」 

 

（男子学生 教授 会話） 
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教授  「 」 

男   「 ！教授、脅 」 

教授  「今、東京都美術館 話 ？ 次 展覧会 ２枚 。  

。 最近 若 子 LINE 取 、少 行 違  

… 頑張 」 

男   「 、 。教授、12月 、 兼任  

？最近 大学教授 副業 時代 ～。 、今夜 電話 、 誘  

」 

 

（男子学生 女子学生 会話） 

 

男   「 、 夜 ９時、 電話 。 教授、 OK貰  

、A＋評定 願 」 

 

電話 音 （  ・・・） 

 

女   「 」 

男   「 、突然 、日曜空 ？教授 東京都美術館 、２枚貰  

」 

女   「日曜・・・ 、予定 。 、東京都美術館 」 
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男   「美術館、 、 ？（ 小声 ） 、 教授、 中  

…他 先越 ？ 」 

女   「日曜 、 」 

男   「 ？（ 小声 ） 、 建設現場 ？  

減 話 、肉体労働 始 ？ 、落 着 、俺。授業 切  

電話 切 」 

（一旦咳 、元 大 声 ）「 。 」 

「 大事 予定 仕方 。 、今 何 ？」 

女   「来週 、 ～」 

男   「 ？確 美術館 壁、煉瓦 。 、煉瓦 大変 ？」 

女   「大変 ～。簡単 結構難 。前 人 作 見 、 繋 

」 

男   「確 。一 曲 …」 

女   「 、 面白 流 、想像 全 違 ！ 

、 面白 」 

男   「想像 全 違 ？現場監督、怒 ？」 

女   「監督？ ？ 面白 」 

男   「 …。 、美術館 行 言 、 

建物 」 

女   「 ？建物 ？何 ？ 私 話聞 ？」 

男   「 、怒 ？ ！日曜 東京都美術館 、壁 煉瓦 。  

積 ？」 
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女   「 ～ ～ 煉瓦 ～！私 作  

、連 歌 書 、連歌！絵 見 感想 他 人 句 合 、絵  

鑑賞 深 。 、美術館 壁、煉瓦 見 実 ！今 

度 辺 案内 、 予定合 ！ 、 ～」 

 

電話 音 （ ） 

 

男    「 、切 。 、 、予定合 言 。 。 

煉瓦 間違 、LINE 思 」 
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『 』 鐘 （ ７期 三宅慶） 

 

前川國男 織 世 奇妙 「 」話 

 

前川 「 東京都美術館 完成 。 。弟子 健二 呼 。健二 」 

健二 「 。大将 ？」 

前川 「 美術館 完成 近 。 前 美術館 思 」 

健二 「 。 作品 中 」 

前川 「 。 。 思 ？」 

健二 「 、作品 」 

前川 「 、健二。 。建築 平凡 素材 、非凡 結果 創出

。 気 」 

健二 「 入口 」 

前川 「 私 一番弟子 。他 発見 ？」 

健二 「大将。欲 。 、 言 人 出会 空間

。美術館 一 都市空間 演出 、人 出会 、自由 行

来出来 広場 。 見 美術館 大将 最高傑作。 作品 」 

前川 「健二。全 完璧 答 。 前 、 美術館 最後 仕上 、階段 手掛

欲 。名前 決 。「 階段」 。狭 空間 有意義 使 、圧迫感

感 階段 造 。 階段 、今 、画期的 」 

健二 「私 最後 仕上 、階段 作 。大将、大変 話 。 、明

日 休 」 

前川 「 。 」 
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健二 「 、 妻 旅行 」 

前川 「 。 仕方 。 、困 。 階段 誰 頼 」 

健二 「 、適任 。新米 真面目 、名前 太郎

」 

前川 「 。 前 言 任 。 太郎」 

太郎 「 。大将 」 

前川 「健二 話 聞 。 前 、今 、画期的 階段 工事 頼

」 

太郎 「今 。画期的 。 階段 。 大将。 。階段

」 

前川 「 。 、 階段 全 前 任 。 袋 思 出

、心 作 」 

太郎 「大将、俺 袋 」 

前川 「 。 」 

太郎 「 。 大将、実家 」 

前川 「新潟 。 」 

太郎 「 。何事 材料 大事 」 

前川 「 太郎。 前 。 頼 。 出張 行

」 

太郎 「 」 

前川 「太郎戻 。工事 、階段 。 」 

太郎 「 。 」 
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前川 「 ？ 待 、 言 。心配 工事 様子 少 見 」 

太郎 「 、大将、 。 米 炊 立 、少 蒸 方 美味

」 

前川 「 米 話 。俺 階段 話 」 

太郎 「 、米 階段 待 大事 」 

前川 「 。 。 前 言 、 少 待 」 

前川 「 太郎。階段 。 一 月 」 

太郎 「大将。 待 。 完成 」 

前川 「 完成 。待 。 、案内 」 

太郎 「 階段 」 

前川 「 湯気 出 。 前、 」 

太郎 「 。 」 

前川 「 言 。階段 、 、 白 質感 」 

太郎 「 。素材 、大将 故郷 新潟産 使 。 、新米

」 

前川 「 聞 。確 前 新米 。 」 

太郎 「 ？ 気 召 ？」 

前川 「 階段 言 。 腐 使 物 」 

太郎 「 。大丈夫 。日持 、梅干 中 散 。今

画期的 階段 。 」 

前川 「 言 」 

太郎 「 、 追加 ？」 
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前川 「 。 形 違 。 、 前、 螺旋階段 。直 三

角形 作 直 」 

太郎 「 。 袋 丸 」 

前川 「 袋 言 。 三角 定番 。 前、 、 、錆

」 

太郎 「 。 、 塩 塗 」 
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『武吉 空 穴』 亭 田  （ 8期 内田淳子） 

 

毎週 美術館 通 、 

久 上野 夫 ...。 

 

---- 東京都美術館正門近 野外彫刻 前 

 

丸  「 一緒 上野 何年 」 

丸 夫  「昔、 前 見 。 行列 ～」 

丸  「 西洋美術館 展 。 

確 、大学生 時 。 、 ～、何十年前 話 。 

    ～、私 一緒 ？」 

丸 夫  「 、 、 言 」 

丸  「 、 。今日 、私 、東京都美術館 案内 」 

丸 夫  「 。去年 ― 、毎週 通 、 

    詳 」 

丸  「 。 、 。 、 彫刻 名前知
？」 

丸 夫  「 、 、 銀色 大 球 ？ 
、『銀色 光 地球』 、『巨大 玉 襲撃』 ？」 

丸  「巨大 玉 襲撃 話～。東京都美術館 正門前 芸術
作品 、 名前 」 

丸 夫  「 ～、美術館 外 放 思 、 

    名前 」 
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丸  「 、『  85－2 光 影』 、 35年
野外彫刻 」 

丸 夫  「 、立派 名前 。 、 光 丸 、 

    御利益 。 賽銭 」 

丸  「 、 調子 」 

丸 夫  「 、 、 球 下 方 。大 銀 玉 、落
落 、 絶妙 台 端 乗

～」 

丸  「 、 、 気 。 台 、 彫刻 作 井上
武吉 誕生日 、太陽 作 影 形 。作品 名前 、光
影 」 

丸 夫  「 ～、芸術家 作品 」 

丸  「武吉 誕生日 、太陽 一番高 位置 昼 、太陽 影 台
形 重 。上 穴 台 上 、日光 差 込 、 
 光 輪 」 

丸 夫  「 、 ！ 全部重 光 輪
、俺 」 

丸  「 残念、 。 。 ！」 

丸 夫  「 、 玉 、 思 。
、 、 穴 。

玉 穴 ？」 

丸  「 、井上武吉 、自分 中 空
穴 、言 」 

丸 夫  「 ？ 上 方 穴 、武吉 穴 ？  

    空 ？」 

丸  「彼 、 町 西 東 分 時代 、 

    5 年間 」 
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丸 夫  「 壁 時代 。 、 

 武吉 、 孤独 、穴 潜 」 

丸  「彼 、日本 帰 、 穴 形 表現
」 

丸 夫  「 、俺 難 、 巨大 玉 見
、真 青 空 周 色 建物 映 込 、 

    一 宇宙 」 

丸  「 、 、武吉 孤独 、宇宙 感 取 ？  

    武吉 、「孤独  宇宙 知 」 言 。 

    武吉 同 発想 、 ！ 見直 ！」 

丸 夫  「 、俺 惚 直 ？ 、武吉 、俺  

。」 

丸 夫  「今日 。 来 」 

丸  「 、 、美術館 入 口 」 
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『建築 』 亭浮  （ 9期 石毛正修） 

 

子供 名前 決 。東京都美術館 建築 参加 、 魅力的 名前

数々 ・・・。 

 

母親 「 前 、早 、 子 名前考 。 七夜 ！」 

父親 「考 ・・・ 倅 名前 思 、 ・・・。 

、美術館 行 、 静 考 。 前 行 ？」 

母親 「 行 」 

 

父親 「 ～、 東京都美術館 。 落 着 。 、建築  

。参加 ？ 、 。 頼 」 

母親 「 前 、 美術館 建物 見 。正門 建物 入  

口 空間 『 』 言 」 

父親 「 、 格好 。外国 俳優 名前 。 倅 、

『山田 』。結構 」 

母親 「 。 前 、今度 壁 。 。『 』 言 」 

父親 「職人 削 。 大変 。 ・・・、『山田 』  

？悪 」 

母親 「何 。 前 聞 」 

父親 「 。 、壁 斜 線 見 。 ？」 
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「 、 。 壁 線 見 ・・・、 美術館 設計 前川國男 ・・・『

稜線 』 ？言 ？本当 ？思 、普通」 

母親 「思 」 

父親 「 、 待 『山田 』、 ？」 

母親 「 前 、 」 

父親 「 、 前 乗 。 、 壁 鉄 手 、  

形 ？東京都美術館 略 都美 、駄洒落 、 。

・・・『山田 』？」 

母親 「 ！」 

父親 「 、分 。例 話 」 

「 、何、 建物 ・・・、『公募棟』。四 建物 並 、渡 鳥

雁（ ） 群 飛 様子 似 『雁行配置（ ）』 言 ？

～ 。『山田雁行』 。 頑固親父 」 

母親 「 前 一緒 」 

父親 「今度 美術館全体 使 壁 。 俺 、 。 

、違 ？ 『打込 』 言 ！ ～、聞  

。 、『山田 』 。悪 、 」 

母親 「 前 、 悪 。 山田太一 。山田  

」 

父親 「将来作家 。『不揃 』 名作書 。 

参 」 

母親 「 前 、今度 中 入 。 。天井 丸 ・・・」 
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「 、 天井 。 、 下 丸 照明 、前川國男 基本

。可愛 」 

父親 「『山田 』・・・ 、流石 。 ？」 

母親 「 ！」 

父親 「 、歩 。 、 。 外 見 公募棟。 

四 部屋 、内側 青色、黄色、緑 、一番外 赤色、 

」 

「 、 、当時 現場監督 『国電 色 』 言 、建築家 前川

不満顔 、 。 、 教 、建築 」 

母親 「国電 色 言 悪 。 。 

、今 」 

父親 「 『山田国電』 ？」 

母親 「 」 

父親 「『山田不満顔』 ？」 

母親 「 。 前 馬鹿 言 間 、 終 。 

次 最後 」 

父親 「 。最後 階段 。三角形 、真下 見上 、何 似 」 

母親 「何 。 、 。 。『 階段』 。 

・・・、実 ・・・、 後 作 、前川國男 、  

」 

父親 「 ～ 、別 。前川 。面白 。 、 、  

。楽 」 
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「建物 、今 詳 、結構見 。 

呼 名 格好良 」 

母親 「 前 、坊 名前、 浮 ？」 

父親 「 、 。子供 名前 。・・・ 、決 。 

名前、 並 ！」 

 

、 、月日 経 早 。日本初 公立美術館 、 

100周年 迎 、東京都美術館 名前 頂戴 、 男 子。 

元気 育 、 間 小学生。 

入学式 朝 、三軒隣 住 、同 年 金 迎 。 

 

金 「 。 

『 、 、 壁 稜線、 手 雁行配

置、打込 丸型照明、公募棟 青色黄色緑 赤色、国電 前

川 不満顔、 階段 後』 、一緒 学校行 ！」 

母親 「 、金 、 。金 今日 小学生 、 。迎  

。 待 、 『 、 、 壁  

稜線、 手 雁行配置、打込 丸型照明、公募棟 青 

色黄色緑 赤色、国電 前川 不満顔、 階段 後』 寝 

。 起 」 

「 、『 、 、 壁 稜線、 手

雁行配置、打込 丸型照明、公募棟 青色黄色緑 赤色、国電
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前川 不満顔、 階段 後』金 迎 。

寝 起 」 

「 前 、 前 起 」 

父親 「 ！金 迎 、」 

「『 、 、 壁 稜線、 手 雁行配 

置、打込 丸型照明、公募棟 青色黄色緑 赤色、国電 前 

川 不満顔、 階段 後』 寝 ！」 

「 、『 、 、 壁 稜線、

手 雁行配置、打込 丸型照明、公募棟 青色黄色緑 赤色、

国電 前川 不満顔、 階段 後』 起 ！金

一緒 入学式行 迎 ！」 

「 ～ 金 、 待 」 

金 「 、卒業式 」 
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『上野検索』 とびら亭あらいはり（とびラー9期滝沢智恵子） 

初上京 母親 、母親 上野、東京都美術館 案内 息子 会話。 

久 会 母親 …？ 

 

息子 「かあちゃん初めての東京だけど、上野まで、無事に来れるかなぁ」 

 「あ！ 来た来た！かあちゃん、ここ、ここ！迷子にならなかったぁ？」 

母  「あぁ！久しぶりだねぇ。お前元気そうだねぇ。」 

「迷子になんかなるわけはないよ。スマホっていうのはお前より頼りになるんだよ」 

息子 「なんだよ。ひどいなぁ。でもスマホ使いこなしてんだ。すごいじゃないか。 

母ちゃん」 

母  「そうだろう？任せておくれ！あ～。ここが有名な上野かい！」 

「そうだ、お前、知ってるかい？ここは寛永寺（かんえいじ）の伽藍（がらん）の焼け跡に建設
されたんだよ」 

息子 「母ちゃん、よく知ってるなぁ。なんで知ってるの？」 

母  「スマホでググって調べて来たんだよ。なんでも聞いとくれ」 

息子 「参ったなぁ、全く…。ググるとかいう言葉まで使えるようになったのか。おちおち適当なこと
言えないなぁ」 

「あ、ほらほら母ちゃん！あれが大人気のパンダのいる動物園だよ」 

母  「パンダちゃん！ あ～、見た～い。可愛いよねぇ」 

「母ちゃんもパンダちゃんの真似して食べてゴロゴロしてみてるんだけど、全然可愛くならなく
ってねぇ。何が違うんだろう？」 

息子 「いやいや、、母ちゃんそれは無駄な努力かと」 

「それより、ほら、今日はこっち。これが今日行こうと思っていた、東京都美術館」 

母  「はい！ここもお前より知ってるよ」 
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「石炭商 佐藤慶太郎の寄付金をもとに、大正15年、日本初の公立美術館『東京府美術館』と
して開館。設計は岡田信一郎」 

「えっと、まだ読むかい？」 

息子 「あ、いやいや、その辺で大丈夫。スマホが得意なのはよーく解ったよ。えらい、えらい」 

母  「ほら、お前、なんてったってこのスマホ５Ｇ（ゴージー）だからね！」 

息子 「5 G? あぁ、ファイブジーのことか。なんだい、すごいの持ってるな」 

「それより、実はさ、俺ここで「とびラー」っていうのやってんだ」 

   「『とびラー」ってのはアートコミュニケーターっていって 

美術館を拠点にアートを介して誰もがフラットに参加できる対話の場をデザインする活動なん
だよ」 

母    「あ、それも知ってるよ！トビラーとは、東京都美術館の「とび」と、「新しい扉を開く」の意
味が含まれた愛称。任期は３年間で」 

息子 「かあちゃん、ググるの早いなぁ」 

母  「ふふ～ん、なんてったって、実はこれ、６Ｇ（ロクジー）なんです」  

息子  「６Ｇ ?おっと、それはまだ開発されてないんだよ。残念、母ちゃん」 

「あ、そういえば、母ちゃん、『前川國男」は知ってる？」 

母   「やだ～。当たり前じゃないか～。この建物を建てた人だろう？」 

「母ちゃん好みなかっこいいダンディなおじさまだよね～」  

息子 「あぁ、なんかわかってるみたいだから安心した」 

「さ、中に入るよ。ここでは母ちゃんの大好きな前川さんの作ったものが沢山みられるよ。色々
な部屋があるだろ？ 美術の展示とかをここでやるんだ」 

「椅子の色とか壁の色とかもこだわってるし、壁の作りや柱の形だって『美』を追求してるんだ
ぜ。各階で色んなこだわりの“美”が見れるんだ」 

母  「お！さすが、とびラー！ スマホより凄いじゃないか！」 

「ねぇ。この階段は随分と面白い形をしてるんだねぇ。三角がくるくるして上の方まで繋がって
るのかい？」 
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息子  「うん、一番上の階のレストランまで繋がってるんだ」 

「そのレストランからの景色もすごく綺麗でね。ほら、前川さん食にもこだわりがあったか
ら、レストランも大切なポイントにしてるんだ」 

「だからレストランも“美”なんだ」 

母   「へえ～、なるほどねぇ。じゃ、この階段って、下から上の階までの“美”を結んでる訳だねぇ。
美を結ぶ階段」 

「びをむすぶ階段・・?・・びをむすぶ・・びをむすび、びをむすび、びをむすびをむすびをむ
すび、おむすび」 

「これは「おむすび階段」」 

 

息子 「おぉ、なんだい、母ちゃん随分上手いこと言うねぇ。それも５Ｇ（ゴージー）やら６Ｇ（ロク
ジー）とやらで調べたの？ 

母  「だからずっと言ってるだろう？母ちゃんは語呂（ごーろー）を使いこなすプロなんだよ！」 
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『野外彫刻 見 』 亭  （９期 鹿子木孝子） 

 

倒産 世 男 守衛 不思議 …出 ～見 ～ 

 

僕 「 、 ～ 不安 気持 。 、 世

。 前 元気 見 ～ 思 動物園来 、 、臨

時休業・ ？ 中国帰 延期 ？？」「僕 関西 返還

～～。 、隣 煉瓦色 建物。見 ～。若 頃 母

来 東京都美術館 ～。」 

「入 口入 、 、 。 、 、巨大 銀 玉。

前 映 母 写真 覚 。」 

「 、銀 玉 上 方 大 穴 。 穴 頭突 込 、 思

人生 ～」 

守衛 「 、 関西弁 ～ 人、白線 下 ～。触

。」 

「 ？肩 ？ ？ 穴 入 ？ 困 。作品 傷

～」 

僕 「 、美術館 守衛 ？僕 心配 、銀 玉 心配 ？」 

守衛 「 、 」 

僕 「持 。 鼻 、世 。」 

「僕 、今、 禍 倒産 、借金苦 。 娘 芸大受験 、 母

『私立 美大 無理 。高 』言 、 、倒産 ～」 

守衛 「 父 。 、 、暗 中 変 明

」 
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「仕方 。 、 特製 、 、野外彫刻 鑑賞

？ 世 彫刻家 先生方 会 」 

僕  「 世 。 ～～ 、 ？ 途端

～～ 視界 明 ～ 、 ～ 銀 玉 上 方 僕 気 穴 ～

入 。」 

「 ～銀 玉 裏 方 小 穴発見！出口 。 ～

出 。 、本格的 技 。 ～僕」 

守衛  「 作品 作 井上 先生 歓迎 。『

85-2 光 影』 作品。６６歳 亡 、生 。

？」 

僕  「 、 、 ５０ 。娘 １８。守衛 見 ？向 細長 石

座 女子校生、 娘 位 歳 」 

守衛  「 、 嬢 、 、 作品 ～～。 座 、

白線 下 ～」 

「保田春彦先生 花崗岩 彫刻 。 咳 、「堰 見 遠景」 作品

」 

僕 「 咳 見 ！ 細長 石、作品 ？髭 濃

座 、手招 。2人目 見 。壊

巻 、汚 作業着 。 女子高生 」 

「・・・ 、 作者 方？ 、実 娘 」 

「 、保田先生 嬢 ？ 、 留学 、恋 落

奥様 子供 ？ 、 。。」 

「 、顔 雑 可愛 ～、絵 大好 、芸大 行 申

。 ～、先生 嬢 芸大生？ 入

～！ 
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守衛 「 、 激 独 言 人、作品 座 。白線 下 。 、

話 中？・・例 先生 ？良 会話 ？ 」 

俺 「 、今 話聴 ～。保田先生 師匠 、 」 

守衛 「 、 ？消毒液 ？」 

俺 「 。 ・ 言 彫刻家 先生 、若 頃 苦労話、聞

。」 

「 僕 倒産 境遇 、 粗末 ～ 吹 飛 。僕 娘

、父親 毎日上機嫌 、 。

～、 。 」 

守衛 「 、、 。。 、 。 元気

。野外彫刻 、 、 、 、 」 

俺 「白線 ！ 。 ～。守衛 、 ～」 
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『 平太 上野日記』 亭 志吟 （ ７期 園田二郎） 

 

息子 平太 都美 来  

驚 楽 一日  

 

近頃 流行 、 家庭 爆発寸前 。 

多分 。 

 

「 野郎。 、 。何 自分
。 女 。 、『 平太 連 行

』 。上野 、行 先 決 、追 出
」。 

平太 「 、 、 。東京都美術館 」 

、言 合 、 

 

( 、 ) 

 

 「平太、着 」 

平太 「 駅 。 、 、石碑 前 固 。 、何
」 

 「  故郷  香  

入 列車   

上野 俺  心 駅  

 人生  

日  始 」 
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平太 「 、泣 」 

 「 歌 、田舎 東京 来 人 応援歌 。 前 、 歌
」 

平太 「大人 涙 。早 、行 」 

 

 「着 。 、 色 建物 並 。 。
入 。入口 降 地下 」 

平太 「 。 、 。地下 秘密基地 真 逆 落
。広場 着 」 

「窓 、景色 建物 映 。 。空 広 。
光 鳥 群 飛 行 」 

 「平太、平太―。 寄 道 。 中 入 。駆 。
先 」 

 

平太 「 、 。来 ,来 。 階段 階段。 、下 見
、三角形 」 

「 天井。照明 灯 柔 光 。」 

 「 、 。何 変 。 、 、 知 。平太。白状
。 」 

平太 「 。 口止 、 。 

間、学校見学 。『 、行 』 、 頼 。 

」 

 「 、 。 

。勉強 平太 怒 。 、平太 、 奥
。 、 展覧会、 」 

「 、 時間 。 帰 。 、 」 
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平太 「 、外 入 口 玉 化 行 」 

 「行 。 椅子 休 。 」 

「平太 、何 。 化 玉 、周
歩 。目 回 倒 面白 」 

「今度 、 。何見 」 

 「平太、平太、平 。 帰 。 。 寝 。馬鹿
（ ） 。 、 。 。重 」
「今日 、 、親 」 

「 。 一羽、飛 。上野 山 。 」 

平太 「 」 

 「起 」 

平太 「 、本 読 『 』 。群 離 飛行方法 覚 、
飛 方 。 、飛 」 

 「 、何 。 子 思 、
生 」 

「 、 、 」 

 「夕暮 。 建物 、赤、青、黄、緑 輝 。 、 来
」 
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『上野の森』 とびら亭ちぃママ （とびラー８期 藤田理子） 

 

上野の森に住むたぬきと美術館の警備員たちとのある夜の出来事 

 

上野の森にほど近い、東京藝術大学の裏手にたぬ吉という若いたぬきが住んでいる 

 

たぬ吉 「あー寒い。今年の秋はいつになく冷える。夏あたりは公園も動物園も静かで過ごしや

すかったのになぁ。最近はパンダんとこのチビが人気で朝から毎日すごい人だ。のんび

り朝ごはんの散策もできない」 

とたぬ吉はぼやいていた。 

 

たぬ吉 「しかも、なんだな、急に冬がきたんでなんの支度もできてないよ。どこか過ごしやす

いところはないか・・・」 

「ん？そういや、ここ最近この東京都美術館もなんだか静かな気がするなぁ。たまに JK

やら子どもたちが彫刻の周りをウロウロして何かを考えたり話したりしているくらい

だ」 

「去年なんて、シルバーデーとかいう日がくると、わんさか町のご隠居たちが押し寄せ

てきて賑やかだったけど、今年は静かだもんな」 

と冬の寒さをしのぐ場所を探していた。 

 

何か思いついたようにたぬ吉はポンと手をたたき 

 

たぬ吉 「よし！決めた。今年の冬はこちらにおじゃましよう」 

と走り出した。 
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たぬ吉は、まん丸い球の穴をスーッと滑り、階段をトントントンと降りて、 

いっぱいある柱の横を抜け傘立ての後ろから入口の様子をそっと見る。 

 

たぬ吉 「ありゃりゃ、人が立っているぞ。よし、さきほど大きなイチョウの樹からいただいた

葉っぱを乗せて、どろん！」 

見事に監視員に化けたたぬ吉は 

たぬ吉 「おつかれさまです～」 

      と館内へ。 

 

書道展と書かれた展示室に入っていく。 

 

たぬ吉 「こりゃいい、あったかいぞ。まもなく閉館となるし、今夜はここで過ごそう。せっか

くだ、掛け軸の文字に化けよう。どろん！」 

 

たぬ吉は掛け軸に化けてぬくぬくとしておりました。 

 

さて夜も更けたころ、なにやら声が聞こえてまいりました。 

 

先輩警備員  「いいか新人！この扉が閉まっているか確認すること」  

新人警備員 「は、はい この扉ですね（カキカキメモとる仕草）・・・せんぱい、それにしても夜の

美術館ってちょっと怖いですよね」 
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先輩警備員  「うむ。最近こそは聞かなくなったが、昔はよく近所のたぬきが入り込んで美術品に化

けて夜を過ごしていたそうだぞ」 

新人警備員  「ええええ！たぬき？いやだなぁ、ボク。平成生まれなんでそういう昔話的なの馴染み

ないんですよ」 

先輩警備員  「そりゃ、たぬきの方だって出会いたくないさ。まー最近のたぬきもそうそう化けたり

せず、野良猫たちと裏の門あたりでのんびり暮らしているさ」 

新人警備員  「だったらいいんですけどね。嫌ですよ、出てきたらボクやめちゃいますから」 

先輩警備員  「なんだ、なんだ、入ってきたばかりで辞めるとは。大丈夫だからちゃんと見まわっ

て」 

 

二人は展示されている書に懐中電灯を当てた。 

 

先輩警備員  「特に異変はないな、よし次にいくぞ」 

新人警備員  「せんぱい、ちょっと待ってください。この字ってなんて読むんでしたっけ？」 

先輩警備員  「うーん、それは数字の千にふる里の里とそれに眼と書いて千里眼と読む」 

新人警備員 「なるほど。さすがですね、せんぱい。じゃ、これは？」 

先輩警備員 「これは 惚れて通えば千里も一里。惚れた相手に会いに行く時は、どんな遠い道のり

も近く思えて苦にはならないという意味だ」 

 

二人は字を読みながら、じょじょにたぬ吉が化けた掛け軸へと近づいてくる。 

掛け軸の文字に化けたたぬ吉は気が気ではない。 

 

 



 

 

作 ！  
＜ ・野外彫刻 編＞ 

たぬ吉 「まずいまずいぞ、でもおいら、化けるのには自信があるんだ。バレるわけがない」 

と、たぬ吉はピシッとしっぽに力を入れて息をひそめた。 

 

とうとう二人はたぬ吉の掛け軸前に立った。 

 

新人警備員 「せんぱい、これだけなんだか字の雰囲気違いますよね。なんて読むんですかね？縁あ

れば千、千、千狸？！」 

先輩警備員 「これはな、縁あれば千里と言うんだ。縁があれば千里も離れた所の人と会うこともあ

るし、結ばれることもあるということ。『縁あれば千里を隔てても会い易し、縁なければ

面を対しても見え難し』を略した言葉だよ。千という字に里と書いて千里で狸という字

じゃ・・・あ！」 

心の声   （この字は上野のたぬ公が化けているな、里という字に獣へんが付いたんで縁あれば千狸

なんてわけのわからない言葉になっているんだ。しかし、うまいこと化けたもんだ。今

夜は寒いし、このままそっとしといてやろう） 

声に出して 「いいか、新人！これはな、狸と書いて「り」とも読むんだ。美術館というところは、

なかなか来れない人にも作品を通して心を通じ合わせて出会いをみつけてくれる場所っ

ていう意味なんだ。人間だって狸だってここ上野で出会えるんだよ」 
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	とびらくご05_武吉の空の穴（とびら亭わん田ぁ）
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